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安全にお使いいただくために 
 

 

 

 

 

 

 

  ■この取扱説明書では、製品を安全にお使いいただくために、次のマークを使用して説明しています。 

 

・危険 
この表示事項を無視して、操作や取り扱いを誤ると、使用者が死亡または重傷を 

負う危険が切迫して生じることが想定される内容を示しています。 

・警告 
この表示事項を無視して、操作や取り扱いを誤ると、使用者が死亡または重傷を 

負う可能性が想定される内容を示しています。 

・注意 
この表示事項を無視して、操作や取り扱いを誤ると、使用者が傷害を 

負う可能性が想定される内容、および物的損害のみ発生が想定される内容を示しています。 

 

 

 

  ■お守りいただく内容の種類を次の絵表示で区分し、説明しています。 

・ この表示はしてはいけません「禁止」を示しています。 

・ この表示は必ず実行していただきたい「強制」を示しています。 

・ この表示は一般的な「注意」を示しています。 

 

 

 

  本機で使用している記号について説明します。 

 ・ 本体にこの記号がついている部分は感電の可能性が想定されることを示しています。 

・ 保護接地用端子です。大地アースに接続してください。 

 ・ アース端子のある負荷に対して接続してください。 

 ・ 直流（ＤＣ）を表します。 

 ・ 交流（ＡＣ）を表します。 

 ・ 直流及び交流の両方を表します。 

 ・ ３相交流を表します。 

 
 
 
 
 
 
 

本書は使用者に注意していただきたい箇所に以下の表示をしています。 

これらの記号の箇所は必ずお読みください。 
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【ご注意】 

 
    １．本書の内容の一部または全部を無断転載することは禁止されています。 
    ２．本書の内容については将来予告なしに変更することがあります。 
    ３．本書の内容は万全を期して作成いたしましたが、万一不明な点や誤り、記載もれなど 
        お気づきことがありましたらご連絡下さい。 
    ４．運用した結果の影響について、２項に関わらず責任を負いかねますので、ご了承下さい。 
 
 
安全にお使いいただくために 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
  本システム（ＡＡ／Ｘ２シリーズ）は、入力電源ＡＣ１７０Ｖ～２５０Ｖを使用する業務用電源装置です。 
使用方法を誤ると、死亡、感電、けがなどする恐れがあり、また火災が起こる可能性があります。 
使用する前に本書をよくお読みになり、操作を理解した上でお使いください。 
また、本機は電気の安全に関する知識のある専門家、または、その指導の下でご使用ください。 
電源を入れる前に、本書をお読みになり、設置場所および使用環境が適切かご確認ください。 
また、異常が発生した場合は、直ちに電源を切り、高砂製作所（裏表紙参照）にご連絡ください。 
 
 
ご注意 

  ・ラジオ、テレビ等の近くでご使用になると、受信妨害を与えることがあります。 
  ・本機は、医療関連、原子力関連など人命に関わる設備としての使用を想定していません。 
 
 
輸出について 
  ・この製品は、日本国政府の定める輸出許可ならびに関連する規制・法令による 
    輸出規制対象製品です。国外への持ち出し、また輸出をされる場合には、 
    所定の手続きが必要となりますので、事前に当社営業部にご相談ください。 
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第１章  概 要 

 
１－１  はじめに 
   本書は、アナライジング交流電源「ＡＡ／Ｘ２シリーズ」６台により構成された３相出力交流電源 
   「ＡＡ１２０３０ＸＳ２」のハードウェアに関する取扱説明書です。 
   本製品を安全に御活用いただくためにも、本説明書および、ＡＡ／Ｘ２シリーズ取扱説明書をよく 
   お読みの上、ご使用ください。 
   なお、本製品の操作方法等の詳細につきましては、アナライジング交流電源ＡＡ／Ｘ２シリーズの 
   取扱説明書を参照願います。 
 
 
１－２  本装置の概要 
  本装置は、３相３線または３相４線出力の１２ｋＷ交流電源装置です。 
  平衡（ＢＡＬＡＮＣＥ）モード時は、相電圧または線間電圧での出力電圧設定が可能です。 
  また、不平衡（ＵＮＢＡＬＡＮＣＥ）モード時は、位相差を任意に設定でき、各相の電圧を個別に 
  設定することができます。 
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１－３  開  梱 

 
  １－３－１  ご注意およびお願い 

 
  本機を安全にお使いいただくために次の注意事項をお守りください。 

 
！  危  険 

・本装置内部には高電圧を発生する部分があり、誤って触れますと感電する恐れがあります。 ＼ 

  弊社の係員または弊社の指定するサービスマン以外の方は、本装置のカバーを外したり、 

  分解したりしないでください。 

  また、無断で改造されますと、保証期間中でも無料修理の対象とならない場合があります 

  のでご注意ください。 

  ＊保証期間については、「第４章  保 守」を参照願います。 

 
 
  １－３－２  外観および付属品の確認 

 
  ご購入時には、次の付属品をご確認ください。また、外観に傷がないかをご確認ください。 
 
   付属品 
   １．本  体  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  １架 
   ２．操作パネル（コントローラ）  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  １個 
   ３．出力端子用マイナスドライバー  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・  １本 
   ４．コントローラ延長用ケーブル（２ｍ）  ・・・・・・・・・・・・・・・  １本 
      ・操作パネル（コントローラ）を取外してご使用になるときの 

延長ケーブルです。 
   ５．ブランクパネル  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  １個 
       ・操作パネル（コントローラ）を取外してご使用になるときに本機の 
         パネル面に取付けます。 
   ６．コネクタカバー（取り付け用ビスを含む）  ・・・・・・・・・・・・・  １個 
       ・操作パネル（コントローラ）を取外してご使用になるときに 
         操作パネル（コントローラ）背面のコネクタ部分に取付けます。 
   ７．フットスタンド（取り付け用ビスを含む）  ・・・・・・・・・・・・・  ２個 
    ・操作パネル（コントローラ）を取外してご使用になるときに 
     操作パネル（コントローラ）の背面に取付けます。 
   ８．システム取扱説明書（本書）  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  １部 
   ９．ＡＡ／Ｘ２シリーズ取扱説明書  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・  １部 
 １０．ＡＡ／Ｘ２シリーズ用アプリケーションソフト（ＣＤ－ＲＯＭ）  ・・・  １部 
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１－４  各部の名称と機能 

 
  １－４－１  システム本体 
     各部の名称と機能について図１～２に示します。 
 
 
①                   
 
 
② 
                       ③ 

                     
 
 
 
 
                                                                       

                         
 
 
                                                
 
                        ④         ⑤ 
       図１．システム前面                図２．システム背面 
 
① 交流電源 AA2000XG2  ： ＥＵＴ（供試機器）側に電源を供給するシステムマスター機です。 
                詳細内容については、１－４－２項（８ページ）を参照願います。 
 
② 交流電源 AA2000XP2  ： ＥＵＴ（供試機器）側に電源を供給する多相マスター機です。 
                詳細内容については、１－４－３項（９ページ）を参照願います。 
 
③ 交流電源 AA2000XB2 ：ＥＵＴ（供試機器）側に電源を供給する増設ユニットです。 

詳細内容については、１－４－４項（１０ページ）を参照願います。 
 
④ 出力部 AOP-130TB    ： ＥＵＴ（供試機器）を接続する出力端子です。 
                詳細内容については、１－４－５項（１１ページ）を参照願います。 
 
⑤ 入力部 AOP-170IB    ： 動作電源を接続する入力端子です。 
                詳細内容については、１－４－６項（１２ページ）を参照願います。 
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  １－４－２  交流電源ＡＡ２０００ＸＧ２詳細 
    各部の名称と機能について図３に示します。 
 
                       ①ＰＯＷＥＲ     ③ＬＡＮ       ②コントローラ 
 
 

        
  

図３．交流電源 ＡＡ２０００ＸＧ２（前面側） 

 
① ＰＯＷＥＲ  ： 交流電源ＡＡ２０００ＸＧ２の動作電源スイッチです。 
 
② コントローラ ： 出力電圧、周波数等の設定値をコマンドに変換し、本体へ転送します。 
                   コントローラは本体から取外し、付属品の延長ケーブル（２ｍ）を介して本体を 
                   制御することができます。 
 
③ ＬＡＮ    ： 外部ＰＣによるリモート制御時に使用するＬＡＮ用インターフェースコネクタです。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

！ 注 意 
・コントローラの取り付け、取り外しを行う場合は、必ずＡＡ２０００ＸＧ２の入力電源     ・ 

スイッチが「オフ」になっていることを確認後行ってください。 
入力電源スイッチが「オン」の状態で操作パネルの取り付け・取り外しを行いますと、 

 本機の破損・故障の原因となります。 
・コントローラの取り付け時は、本体に軽く押し付けて確実に固定してください。       ・ 

  コネクタのかん合が不完全ですと誤動作することがあります。 

・コントローラを取り外して使用する場合は、付属品以外のケーブルを使用しないでください。  ・ ！ 

  また、コントローラ背面にコネクタカバーを必ず取り付けてください。 
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  １－４－３  交流電源ＡＡ２０００ＸＰ２詳細 
    各部の名称と機能について図４に示します。 
 
                            ①ＰＯＷＥＲ      ②表示パネル 
 
 

        
 

図４．交流電源 ＡＡ２０００ＸＰ２（前面側） 

 
① ＰＯＷＥＲ ： 交流電源ＡＡ２０００ＸＰ２の動作電源スイッチです。 
                 電源スイッチを「オン」にしておくと、ＡＡ２０００ＸＧ２の電源投入に連動して 
                「ＰＯＷＥＲランプ」が点灯し、動作を開始します。 
 
 
 
 
 
 
② 表示パネル ： 出力のＯＮ／ＯＦＦ、および、電圧レンジの表示を行います。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

！ 注 意 
・通常は常時「オン」にして使用します。                         ・  

 ＡＡ２０００ＸＧ２（マスター機）の電源投入より後でこのスイッチを「オン」にすると 

 システムが正常に起動しません。 
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  １－４－４  交流電源ＡＡ２０００ＸＢ２詳細 
    各部の名称と機能について図５に示します。 
 

                           ①ＰＯＷＥＲ      ②表示パネル 
 
 

  
 

図５．交流電源 ＡＡ２０００ＸＢ２（前面側） 

 
① ＰＯＷＥＲ ： 交流電源ＡＡ２０００ＸＢ２の動作電源スイッチです。 
                 電源スイッチを「オン」にしておくと、ＡＡ２０００ＸＧ２の電源投入に連動して 
                「ＰＯＷＥＲランプ」が点灯し、動作を開始します。 
 
 
 
 
 
 
② 表示パネル ： 出力のＯＮ／ＯＦＦ、および、電圧レンジの表示を行います。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

！ 注 意 
・通常は常時「オン」にして使用します。                         ・  

 ＡＡ２０００ＸＧ２（マスター機）の電源投入より後でこのスイッチを「オン」にすると 

 システムが正常に起動しません。 
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  １－４－５  出力部  ＡＯＰ－１３０ＴＢ詳細 
    各部の名称と機能について図６に示します。 
 
                              ①OUTPUT 端子      ⑤アース端子    ②OUTPUT ランプ 
 

 
 
                                                          ④センシングポイント切替えスイッチ 

                            ③リモートセンシング端子 
 

図６．出力部  ＡＯＰ－１３０ＴＢ詳細図 

 
 
① OUTPUT 端子 ： 負荷との接続に使用する出力端子です。 
                     本装置では、出力端子Ｒ、Ｓ、Ｔ（およびＮ）に負荷を接続します。 
                     出力端子Ｎは中性端子です。相電圧設定時は中性点Ｎを基準に各相の制御を 
                     行います。 
 
② OUTPUT ランプ ： 本機の出力が「オン」になっている時、ランプが点灯します。 
 
③ リモートセンシング端子 ： 負荷端の電圧を検出して配線の電圧降下を補償する場合（デジタル 
                             ＡＶＲ）や電圧計測を負荷端で行う場合に使用します。 
 
④ センシングポイント切替えスイッチ ： センシングのポイントを出力端（LOCAL）または負荷端 
                                      （REMOTE）に切替えます。 
 
⑤ アース端子 ： 負荷用の接地端子です。 
                 アース端子のある負荷に対して使用します。 
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  １－４－６  入力部  ＡＯＰ－１７０ＩＢ詳細 
    各部の名称と機能を図７に示します。 
 

                  ③LINE ランプ     ①LINE INPUT 端子     ②LINE TYPE SELECTOR 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                                                          

④アース端子 
 

図７．入力部  ＡＯＰ－１７０ＩＢ詳細図 

 
① LINE INPUT 端子 ： 動作電源（商用ライン）を接続する端子です。 
                        単相入力時はＲ、Ｓに、３相入力時はＲ、Ｓ、Ｔにそれぞれ入力電源 
                        ケーブルを接続します。 
 
② LINE TYPE SELECTOR ： 動作電源（商用ライン）の入力方式（単相／３相）を切替えます。 
 
③ LINE ランプ ： 動作電源（商用ライン）を受電しているときにランプが点灯します。 
 
④ アース端子 ： 大地アースに接続するための、本機の接地用端子です。 
                 安全のため必ず接地してください。接地せずに使用すると感電する恐れがあります。 
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第２章  設  置 

 
２－１  設置の方法 

  
  ２－１－１  設置場所  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 
    本機を安全にお使いいただくために次の注意事項をお守りください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  ２－１－２  設置方法  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 
    本機を安全にお使いいただくために次の注意事項をお守りください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 ！ 注 意 
 

・本機は固定した場所で使用するように設計されています。                    
振動のある場所では使用しないでください。                         ・                        

・可燃性ガスの発生する場所には設置しないで下さい。                     ・        

・周囲温度０～４０℃、湿度２０～８０％ＲＨ、腐食性ガスのない室内でご使用ください。     ・  

・ラジオ等、受信機の近くで使用しますと、受信機は妨害を受けることがあります。        ・          

・本機はファンモーターによる強制空冷を採用していますので、前面の空気取り入れ口と、     ・ 
 背面のファン吹出口部分を壁より５０ｃｍ以上離してください。                      

！ 注 意 
 
・本装置を設置する場合には、必ず前後４個のキャスターをフロアーレベラにて          ・ 

固定してください。                                   
・本装置の移動作業は、必ず２人以上で行ってください。                    ・ 

移動の際には床の段差などには十分に御注意ください。                     
・本装置の移動の際にはフロアーレベラを必ず引き上げてください。                    ・ 
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２－２  接  続 

 
  ２－２－１  動作電源の接続 
    本装置は、単相または３相１７０Ｖ～２５０Ｖ、４５Ｈｚ～６５Ｈｚの交流電源で動作します。 
  定格出力時の最大入力電流は１７０Ｖの電源電圧で約１４２Ａ（単相入力時）、または、約８２Ａ 

（３相入力時）です。 
  動作電源は、本機の背面下部に実装されているＡＯＰ－１７０ＩＢ（入力電源接続ボックス）へ 
  接続します。 
  ＡＯＰ－１７０ＩＢは、単相または３相１７０Ｖ～２５０Ｖ、４５Ｈｚ～６５Ｈｚの動作電源を 
  ＡＡ／Ｘ２シリーズ各電源に分配します。 
 
 
  本機を安全にお使い頂くために次の注意事項をお守りください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

！ 危 険 
・入力端子への配線を行うときは、入力電源(動作電源 AC170V～250V)が遮断されている事を   ・ 

 確認してください。                                    
・本装置はＥＭＩ（電磁妨害）を防ぐためノイズフィルターを内蔵しています。       ・ 

 このため､わずかな漏れ電流があり接地せずに使用すると感電する恐れがあります。 
 安全のため、必ず接地してください。                              

！ 注 意 
 

・入力電源は単相または３相１７０Ｖ～２５０Ｖ、周波数４５～６５Ｈｚの範囲で       ・ 

ご使用ください。 

・最大消費電力が供給可能な電源に接続してください。                  ・  

・入力電源ケーブルは入力電流に対して適切な断面積の線材を使用してください。     ・         

・接地を行わないと、外来ノイズなどにより誤動作が生じたり、             ・ 

 本装置から発生するノイズが大きくなることがあります。 
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    単相入力、３相入力の切替えは、本機背面下部の「ＬＩＮＥ ＴＹＰＥ ＳＥＬＥＣＴＯＲ」の 
    ジャンパーを切替えます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
    入力電源ケーブルの配線は次の通り行ってください。 
    単相入力の場合： 

名    称 機    能 

Ｒ：ホット端子  動作電源のホット（ライブ）側に接続します。 

    Ｓ：ニュートラル端子  動作電源のニュートラル側に接続します。 

    ・：保護用接地端子  安全アースに接続します。 

 
    ３相入力の場合： 

名    称 機    能 

Ｒ：ホット端子 動作電源のＲ（Ｕ）相に接続します。 

Ｓ：ホット端子 動作電源のＳ（Ｖ）相に接続します。 

Ｔ：ホット端子 動作電源のＴ（Ｗ）相に接続します。 

 ・：保護用接地端子 安全アースに接続します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

単相入力でご使用のとき ３相入力でご使用のとき 
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ﾏｲﾅｽﾄﾞﾗｲﾊﾞｰ 

ケーブル挿入口 

導体固定板 

線材 

 

ジャンパー 
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  ・動作電源と本機との接続に使用する線材の断面積は入力電流に対して十分余裕のあるものを 
    使用してください。 
 
    推奨線材 
       単相入力時 ： 断面積：３６ｍｍ２ 以上 
       ３相入力時 ： 断面積：２０ｍｍ２  以上 
 
  ・使用可能な線材は、ＡＷＧ＃６～ＡＷＧ＃０、または断面積１６ｍｍ２～５０ｍｍ２です。 
  ・線材の端末（ＡＯＰ－１７０ＩＢ側）の被覆を２４ｍｍむいてください。 
 
 
 
  ・線材をケーブル挿入口にさし込み、ビス穴をマイナスドライバーにて右（時計回り）に回転させ 
    導体固定板を上昇させて締め付けてください。（推奨トルク：６～８Ｎｍ） 
 
  ・接地端子の接続に使用可能な線材は、ＡＷＧ＃８～ＡＷＧ＃２、または断面積１０ｍｍ２～ 
    ２５ｍｍ２です。 
  ・線材の端末（ＡＯＰ－１７０ＩＢ側）の被覆を１９ｍｍむいてください。 
 
 
 
  ・線材をケーブル挿入口にさし込み、ビス穴をマイナスドライバーにて右（時計回り）に回転させ 
    導体固定板を上昇させて締め付けてください。（推奨トルク：４～４.５Ｎｍ） 

 
！ 注 意 

・線材はより線のものを使用してください。                ・   
・線材の端末（ＡＯＰ－１７０ＩＢ側）は半田処理を行わないでください。   ・  

かん合不良になることがあります。                    
・端子台への配線の接続はしっかりと行ってください。                    ・ 
 締め付けが弱いと端子台が発熱し焼損する恐れがあります。         

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２４ｍｍ 

１９ｍｍ 



 - 18 - 

 
 
  ２－２－２  出力配線の接続 

 
    出力の配線は、本装置前面下部にあるＡＯＰ－１３０ＴＢのＯＵＴＰＵＴ端子「Ｒ」､「Ｓ」､「Ｔ」  
    および｢Ｎ｣それぞれ接続します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  負荷配線  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
    ＯＵＴＰＵＴ端子の「Ｒ」､「Ｓ」、「Ｔ」、「Ｎ」から負荷へ配線を行います。使用する線材の 
  断面積は、出力電流に対して十分余裕のあるものを使用してください。 
    使用可能な線材は、ＡＷＧ＃８～ＡＷＧ＃２、または１０ｍｍ２～２５ｍｍ２です。 
    線材の末端（本機側）は被覆を１９ｍｍむいてください。 
    Ｒ、Ｓ、Ｔ、Ｎのケーブル挿入口へ線材をさし込み、ビス穴をマイナスドライバーにて右（時計回り） 
  に回転させ導体固定板を上昇させて締め付けてください。（推奨トルク ： ４～４.５Ｎｍ） 
 
                        

！ 注 意 

・線材はより線のものを使用してください。        ・ 

・線材の端末（本機側）は半田処理を行わないでください。 ・ 
 かん合不良になることがあります。 
・端子台への配線の接続はしっかりと行ってください。   ・ 

 締め付けが弱いと端子台が発熱し、焼損する恐れが 

あります。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

！ 危 険 
・負荷の接続の際は、本機の動作電源が遮断されていることを確認してください。       ・  
・本機から電圧を出力した状態（ＯＵＴＰＵＴ ＯＮ）では絶対に負荷配線を行わないでください。 ・  

・ＯＵＴＰＵＴ端子台の導体締しめ付け用ビスにも出力電圧が印加されます。                  ・  

！ 注 意 
・ 出力端子「Ｒ」、「Ｓ」、「Ｔ」の１相を接地してご使用になられる場合は、線間電圧の        ・ 

ピーク値が６００Ｖを超えないように出力電圧の設定を行ってください。             

ただしニュートラル端子を接地する場合にはこの制限は無効となります。 

１９ｍｍ 
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  アース配線  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
    アース端子のある負荷に対しては、本機のアース端子「・」より接続してください。使用可能な線材は 
    ＡＷＧ＃８～ＡＷＧ＃２、または１０ｍｍ２～２５ｍｍ２です。 
    線材の末端（本機側）は被覆を１９ｍｍむいてください。 
    アース端子のケーブル挿入口へ線材をさし込み、ビス穴をマイナスドライバーにて右（時計回り）に 
    回転させ導体固定板を上昇させて締め付けてください。（推奨トルク ： ４～４.５Ｎｍ） 
                        

！ 注 意 
・線材はより線のものを使用してください。        ・ 

・線材の端末（本機側）は半田処理を行わないでください。  ・ 
 かん合不良になることがあります。            
・端子台への配線の接続はしっかりと行ってください。   ・ 

 締め付けが弱いと端子台が発熱し、焼損する恐れが 

あります。 
   

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１９ｍｍ 

 
ﾏｲﾅｽﾄﾞﾗｲﾊﾞｰ 

ケーブル挿入口 

導体固定板 

線材 
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２－３  動作開始／動作終了 

 
  本装置の動作開始／動作終了について説明します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
２－３－１  動作開始 
 手順１．動作電源（商用電源ＡＣ１７０Ｖ～２５０Ｖ）を投入します。 

 手順２．マスター機（ＡＡ２０００ＸＧ２）の電源スイッチを「オン」（｜側を押す）にします。 

     「ＰＯＷＥＲランプ」（緑色）が点灯します。 

 手順３．電源スイッチをオンにすると本機の「ファンモータ」が回転を始め、約３秒後に 
      コントローラ液晶表示器が点灯し、下記の初期画面を表示します。 
      このとき、コントローラ右下の「ＬＩＮＫ」ランプが橙色に点灯します。 
      下記の状態はウォームアップ中のため、本機を操作することはできません。 
 

ANALYZING AC POWER SUPPLY

AA2000XG2

  
 
 
 

 

！ 注 意 
 

・「ＰＯＷＥＲランプ」が点灯しない場合は、本機入力 に電源電圧「ＡＣ１７０～２５０Ｖ    ・ 

 ４５～６５Ｈｚ」が供給されていることを確認してください。   
・動作電源入力が正常であるにもかかわらず「ＰＯＷＥＲランプ」が点灯しない場合は、本機の   ・ 

 故障が考えられますので、配電盤のスイッチを「オフ」にし当社営業部までご連絡ください。         

！ 注 意 
 

・ＡＡ２０００ＸＧ２の電源スイッチを「オン」にする前にＡＡ２０００ＸＰ２、ＡＡ２０００ＸＢ２の  ・ 
 入力電源スイッチが「オン」の位置になっていることを確認してください。 
 ＡＡ２０００ＸＰ２、ＡＡ２０００ＸＢ２の入力電源スイッチが「オフ」になっていますとＬＣＤ画面に 

「ＯＶＥＲＬＯＡＤ」と表示されます。 
 この状態では出力を「オン」にしないでください。 
・本機から異常音、発煙、異臭などが発生した場合は、直ちに電源スイッチ及び配電盤の      ・ 

スイッチ「オフ」にしてください。                      
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 手順４．約３０秒すると「ＬＩＮＫ」ランプが緑色に変化し、初期画面にファームウェアバージョンが 
     表示され、以下の「Ｓｙｓｔｅｍ Ｃｏｎｓｔｒｕｃｔｉｏｎ」画面へ移行します。 
      「Ｓｙｓｔｅｍ Ｃｏｎｓｔｒｕｃｔｉｏｎ」画面にはシステムの概略設定が表示されます。 
     この状態で本機のキー操作が可能になります。 
       

 

ANALYZING AC POWER SUPPLY

AA2000XG2

AA2000XG2
System Construction

SYSTEM
PHASE
TOTAL POWER

VOLTAGE SETUP

FREQUENCY SETUP

= MASTER

WAVEFORM

R :   0.00Vrms

R :   0.00Arms

F :  60.00Hz

 -:------- ---

MODE:CV OUT-OFFRANGE:Lo

= 3

=    0.0V

= 12 kW

=  60.00Hz

= SIN

 
  

 
 
 
 
 
 
 
 
 手順５．前回ご使用時とシステム構成（並列台数）が異なっている場合、以下の確認画面が表示されます。 
      確認画面に表示された並列台数が現在の並列台数と一致している場合は、・キーを押して       
     並列台数変更を認証してください。 
 
 
 
 
 
 
        ・＊１：前回ご使用時の並列台数 

        ・＊２：今回起動時に検出した並列台数 

 
 
 
 
 
 
 

＊＊ ＡＴＥＮＴＩＯＮ ＊＊ 

Ｐａｒａｌｌｅｌ ｃｏｎｎｅｃｔｅｄ ｎｕｍｂｅｒ ｏｖｅｒ 

ｃｏｒｒｅｓｐｏｎｄｉｎｇ ｔｏ ｔｈｅ ｌａｓｔ ｓｅｔｕｐ， 

ｗａｓ（＊１）．ｎｏｗ，（＊２）． Ｄｏ ｙｏｕ ｐｒｏｃｅｅｄ？ 

ＹＥＳ ： ＥＸＥＣ ｋｅｙ Ｎｏ ： ＥＳＣ ｋｅｙ 

！ 注 意 
 

・本機は並列台数の自動検出機能を装備しております。                ・ 
 このため前回ご使用時と並列台数が異なる場合はシステム構成（並列台数）変更の 
 確認画面が表示されますので、手順５に従い設定を行ってください。         
 

・並列台数異常や本機のセルフチェック異常が検出された場合は、エラーコードが   
 表示されます。エラーコードをご確認の上、弊社営業部またはカスタマーセンターまで 

ご連絡ください。 
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２－３－２  システムの設定 

 
システムの設定方法 

 

 手順１．初期画面を表示している状態で    キーを押すと、メインメニュー画面に切り替わります。   
     メニュー内では  、  キーでメニュー項目を選択し  キー、・キーで確定させます。 

     選択されているメニュー項目は反転表示されます。 
 手順２．メニュー項目「ＳＹＳＴＥＭ」内の「ＤＥＳＩＧＮＡＴＩＯＮ」を選択します。 
 

MENU

SYSTEM DESIGNATION

INTERFACE

OPTION

VERSION

INITIALIZE

PROGRAM

PROTECTION
SETUP MEMORY

OUTPUT PARAMETER

MODE:CV OUT-OFFRANGE:Lo

R :   0.00Vrms

R :   0.00Arms

F :  60.00Hz

 -:------- ---

PHASE MASTER

POWER AMPLIFIER

SYSTEM MASTER

DESIGNATION

MODE:CV OUT-OFFRANGE:Lo

R :   0.00Vrms

R :   0.00Arms

F :  60.00Hz

 -:------- ---

▼

 
 
 手順３．「ＤＥＳＩＧＮＡＴＩＯＮ」画面ではカーソルを「ＳＹＳＴＥＭ ＭＡＳＴＥＲ」に移動し、 
     ・キーを押すと「Ｃｏｎｓｔｒｕｃｔｉｏｎ」画面が上書き表示されます。 

  
Ｃｏｎｓｔｒｕｃｔｉｏｎ 

ＰＨＡＳＥ ３ 

ＴＯＴＡＬ ＰＯＷＥＲ １２ｋＷ 

  
 手順４．「ＰＨＡＳＥ」はシステムの相構成を示しています。 
         、    キーで選択し、・キーで確定させます。 
     ３相システムでご使用の場合は「３」を選択します。 
 
 手順５．    、    キーで設定を変更し、・キーを押すと以下の確認画面が表示されますので、 

     実行する場合は ・キーを押して確定してください。 

 

 

 

 

     キャンセルする場合は   キーを押してください。 

 

 

 

 
 

ＩＮＣ ＤＥＣ 

ＭＥＮＵ 

ＩＮＣ ＤＥＣ 

Ｐｈａｓｅ Ｃｏｎｓｔｒｕｃｔｉｏｎ Ｃｈａｎｇｅ？ 

Ｙｅｓ： ＥＸＥＣＵＴＥ ｋｅｙ Ｎｏ： ＥＳＣ ｋｅｙ 

ＥＳＣ 

ワンポイント：「ＴＯＴＡＬ ＰＯＷＥＲ」は、電源起動時の並列台数検出にて 

         認証された台数に応じて自動設定されます。 
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２－３－３  動作終了 
    任意の画面で動作終了できます。 
    各パラメータの設定終了から「１０秒」待ってからマスター機（ＡＡ２０００ＸＧ２）の 
    電源スイッチを「オフ」（○側を押す）にします。  
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

！ 注 意 
・電源スイッチの「オフ」は必ず、パラメータ設定終了から１０秒間待って行ってください。 

本機はパラメータの設定から１０秒間設定の変更がないと各パラメータの最終設定値を 
内部メモリに更新します。 

 このため設定変更後すぐに電源スイッチを「オフ」にすると次回起動時に前回ご使用の   
 設定パラメータが異なる場合があります。 
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このページは空白です。 
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第３章  基本操作 

 
 ３－１  電圧の基本設定   
    出力電圧、電圧レンジ等の設定を行います。 
 

  

 

 

  

  ・ＡＡ／Ｘ２シリーズの電圧設定は出力波形がＳＩＮ波（交流）及び±ＤＣ（直流）のときの 

   実効値にて行います。 

 

 

 

 

     操作パネル（コントローラ）のファンクションキー    を押すと 

      電圧設定画面（ＶＯＬＴＡＧＥ ＳＥＴＵＰ）が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  以下に電圧設定画面（ＶＯＬＴＡＧＥ ＳＥＴＵＰ）の機能および操作方法を示します。   

  

  「ＶＯＬＴＡＧＥ」：電圧の設定を行います  

    手順１．カーソルを「ＶＯＬＴＡＧＥ」に移動させます。 

    手順２．数値キー、    、   、ファンクションキーで電圧値の設定を行います。 

          ・数値キーによる設定方法 

         数値キーにより電圧値を入力し、・キーを押すと決定されます。 

        ・    、    キーによる設定方法 

           、  キーを押して数値の桁を選択し    、   キーを押すごとに 

         電圧が増減します。（・キーを押さなくても電圧が変化します。） 

         ・ファンクションキーによる設定方法 

             ～    キーを押すと画面下部に表示された固定値が入力され、・キーを 

         押すと決定されます。   を押すと固定値のメニューが変化します。 
        ・電圧値は０.１Ｖステップで設定が行えます。（相電圧設定時）  
 

！ 注 意   
・電圧設定にはＡＡ／Ｘ２シリーズをご使用になる上で重要な要素が含まれています。 
 この項目で説明する機能、使用方法を十分に理解してからご使用ください。       ・  

！ 注 意   
・任意波形（ＡＲＢ＊）は作成方法により電圧設定値と出力電圧値が異なる場合があります。 
 任意波形の作成についてはアプリケーションソフトの取扱説明書を参照してください。  ・ 

ＶＯＬＴ 

ＩＮＣ ＤＥＣ 

ＩＮＣ ＤＥＣ 

ＩＮＣ ＤＥＣ 

Ｆ１ Ｆ４ 

Ｆ５ 

85V 100V 115V NEXT0V

VOLTAGE SETUP

  Lo(150.0 Vfs)

SYNTHESIZER  :       MAIN
TRANSITION   :
DC OFFSET    :
PHASE        :
VOLT RANGE   :
VOLTAGE      :

DIS 10V/Sec
DIS Lo  +0.00V

  N-R

0.0VRMS0

MODE:CV OUT-OFFRANGE:Lo

R :   0.00Vrms

R :   0.00Arms

F :  60.00Hz

 -:------- ---
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 「ＶＯＬＴ ＲＡＮＧＥ」：電圧レンジの切り替えを行います  

   ＡＡ／Ｘ２シリーズはご使用になられる電圧値に応じて、電圧レンジを切り替える必要がありま

す。 

   各レンジの電圧出力範囲を以下に示します。 

 

               Ｈｉレンジ：（０～３００ＶＲＭＳ／±４００ＶＤＣ） 

               Ｌｏレンジ：（０～１５０ＶＲＭＳ／±２００ＶＤＣ） 

  

   手順１．カーソルを「ＶＯＬＴ ＲＡＮＧＥ」に移動させます。  

   手順２．    、   キーを押して電圧レンジを切り替え、・キーを押し決定します。 

    手順３．・キーを押すと本機の液晶表示器の電圧レンジ表示が切り替わります。 

 

 

 

 

 

 

 

 「ＰＨＡＳＥ」：電圧を設定する相と相電圧、線間電圧を選択します 

手順１．カーソルを「ＰＨＡＳＥ」に移動させます。 

      手順２．     、    を押して設定相を切り替え、・キーを押して決定します。 

      手順３．本装置の場合は下記の設定が行えます。 

        平衡モード（ＢＡＬＡＮＣＥ）    ：Ｎ－Ｌ（中性点－ライブ間） 

                          Ｌ－Ｌ（ライブ－ライブ間） 

        不平衡モード（ＵＮＢＡＬＡＮＣＥ ） ：Ｎ－Ｒ（中性点－Ｒ相間） 

                            Ｎ－Ｓ（中性点－Ｓ相間） 

Ｎ－Ｔ（中性点－Ｔ相間） 

 

                             

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

ＩＮＣ ＤＥＣ 

！ 注 意 
・出力が「オン」の時に電圧レンジを切り替えますと、出力は「オフ」となります。 

・電圧レンジをＨｉ（３００Ｖ）レンジからＬｏ（１５０Ｖ）レンジへ切り替えると 
 電圧の設定値は「０Ｖ」になります。 

ワンポイント：不平衡モードでご使用になられる場合はＡＡ／Ｘ２シリーズ取扱 

説明書「第３章 ５．多相システム時の位相差、電圧の設定」を 

参照してください。 

ＩＮＣ ＤＥＣ 
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  ３－２  周波数の基本設定 

 
  出力周波数の設定を行います。 

  出力周波数とは読み出した波形データ〔ＳＩＮ波（交流）、±ＤＣ（直流）、ＡＲＢ（任意波形）〕の 

  １周期の逆数を表しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    操作パネル（コントローラ）のファンクションキー    を押すと 

   周波数設定画面（ＦＲＥＱＵＥＮＣＹ ＳＥＴＵＰ）が表示されます。 

   以下に周波数設定画面（ＦＲＥＱＵＥＮＣＹ ＳＥＴＵＰ）の機能および操作方法を示します。   

 

 

 

 

 

 

 

 

  「ＦＲＥＱＵＥＮＣＹ」：周波数設定を行います  ··································  

 

   手順１．カーソルを「ＦＲＥＱＵＥＮＣＹ」に移動させます。 

   手順２．数値キー、   、    キー、ファンクションキーで周波数の設定を行います。 

        ・数値キーによる設定方法 

       数値キーより周波数（Ｈｚ単位）を入力し、・キーを押すと設定されます。 

      ・    、   キーによる設定方法 

           、  キーを押して数値の桁を選択し、   、   キーを押すごとに 

        周波数が増減します。 

       （・キーを押さなくても周波数が変化します。）   

        設定範囲 ： ０.０１Ｈｚ～１２００.００Ｈｚ 

        設定分解能： ０.０１Ｈｚ 

・ファンクションキーによる設定方法 
            ～    キーを押すと画面下部に表示された固定値が入力され、・キーを 
       押すと決定されます。 

                ！ 注 意   
 

・周波数設定には本機をご使用になる上で重要な要素が含まれています。            ・ 
 この項目で説明する機能、使用方法を十分に理解してから、ご使用ください。  

・本機は任意波形出力機能（ＡＲＢＩＴＲＡＲＹ）を搭載しています。このため 

 波形（WAVE FORM）を直流（±ＤＣ）でご使用になるときにも、周波数設定値が有効に 

 なりますので周波数設定値の確認をしてください。 

・本機には電圧の開始位置（ＯＮ ＰＨＡＳＥ）、停止位置（ＯＦＦ ＰＨＡＳＥ）を制御する機能が 

 あります。このため出力が「オン」または「オフ」するまでに最低１周期かかります。 

 例．出力周波数の設定が０.０１Ｈｚの場合、出力が「オン」または「オフ」するまで最大１００秒 

   かかることになります。特に「オフ」への移行中は電圧が出力されていますのでご注意願います。 

 また、この期間のキー入力は無効となります。 
 

ＦＲＥＱ 

Ｆ１ Ｆ４ 

ＩＮＣ ＤＥＣ 

ＩＮＣ ＤＥＣ 

ＩＮＣ ＤＥＣ 

50Hz 60Hz 400Hz NEXT45Hz

FREQUENCY SETUP

TRANSITION RATE :

FREQUENCY       :

SYNTHESIZER     :

SUB PHASE SYNC  :

DIS 10Hz/Sec

MAIN

EXECUTE

MODE:CV OUT-OFFRANGE:Lo

60.00Hz0

R :   0.00Vrms

R :   0.00Arms

F :  60.00Hz

 -:------- ---
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  ３－３  出力のオン／オフ 

 
  以下に出力のオン／オフの操作方法、機能について説明します。 
 

 

 

 

 

  「ＯＮ」：出力を「オン」にします  ············································  

   手順１．操作パネル（コントローラ）の「ＯＵＴＰＵＴ」部の    キーを押します。 

   手順２．表示パネルに確認画面が表示されます。 

 

 

 

 

 

    手順３．・キーを押すと出力がオンになり、表示パネル右上に「ＯＵＴ－ＯＮ」が表示されます。 

       キャンセルする場合は     キーを押してください。 

 

    「ＯＦＦ」：出力を「オフ」にします ···········································  

   手順１．操作パネル（コントローラ）の「ＯＵＴＰＵＴ」部の    キーを押します。 

        出力がオフになり、表示パネル右上に「ＯＵＴ－ＯＦＦ」が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 

ＯＮ 

ＯＵＴＰＵＴ ＯＮ？ 
ＹＥＳ ： ＥＸＥＣＵＴＥ Ｋｅｙ  ＮＯ ： ＥＳＣ Ｋｅｙ 

ＥＳＣ 

ワンポイント：出力が「オフ」の場合は内部の機械接点がオープンになるため、 

       本機の出力はハイ・インピーダンスとなります。 

ＯＦＦ 

               ！ 注 意   
・出力を「ＯＮ」にする前に必ず各種設定が負荷（供試機器等）に適合していることを確認してください。・ 

                ！ 注 意   
・本機には電圧の開始位置（ＯＮ ＰＨＡＳＥ）、停止位置（ＯＦＦ ＰＨＡＳＥ）を制御する機能が 

 あります。このため出力が「オン」または「オフ」するまでに最低１周期かかります。 

 例．出力周波数の設定が０.０１Ｈｚの場合、出力が「オン」または「オフ」するまで最大１００秒 

   かかることになります。特に「オフ」への移行中は電圧が出力されていますのでご注意願います。 

   また、この期間のキー入力は無効となります。 
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  ３－４  波形（ＷＡＶＥ ＦＯＲＭ）の切り替え 
  

  ご使用方法に合わせ波形（ＷＡＶＥＦＯＲＭ）の設定（呼び出し）を行ってください。 

  波形は「ＳＩＮ」、「＋ＤＣ」、「－ＤＣ」、「±ＤＣ」、「ＴＲＩ」、「ＳＱＲ」、「ＳＳ１」、「ＳＳ２」の 

８種類を標準波形として内蔵しております。 

また、ユーザー定義任意波形用に「ＡＲＢ１～２４」の波形メモリを用意しており、 

  合計３２種類があります。 

 

   手順１．メインメニューから「ＯＵＴＰＵＴ ＰＡＲＡＭＥＴＥＲ」を選択します。 

   手順２．サブメニューが表示されましたら「ＷＡＶＥ ＦＯＲＭ」を選択します。 

   手順３．「ＷＡＶＥ ＦＯＲＭ」画面が表示されたらカーソルを出力相設定に移動します。 

           、    キーにて波形を変更（呼出し）したい出力相を選択し、 

      ・キーを押して決定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   手順４．カーソルを波形番号「Ｎｏ.」に移動し、     、    キー、または数値キーにて   

       呼出したい波形番号を設定します。 

        このとき、ファンクションキー（    または    ）にて波形リストの表示を 

切り替えることができます。 

 

 

    

 

 

 

 

 

   手順５．・キーを押すと確認画面が表示されます。 

       波形切り替えを実行する場合は・キーを、切り替えをキャンセルする場合は 

  キーを押してください。 

 
 
 

ＩＮＣ ＤＥＣ 

MENU

SYSTEM OUTPUT ON/OFF

WAVEFORM

REMOTE SENSE

COUPLING

OFFSET CAL

▼

PROGRAM

PROTECTION

OUTPUT PARAMETER

▼

SETUP MEMORY

MODE:CV OUT-OFFRANGE:Lo

R :   0.00Vrms

R :   0.00Arms

F :  60.00Hz

 -:------- ---

No. 1: SIN

WAVEFORM 1/8

NEXT-PPREV-P

OUTPUT WAVEFORM : No.1R

MODE:CV OUT-OFFRANGE:Lo

No. 2: +DC

No. 3: -DC

No. 4: ±DC

R :   0.00Vrms

R :   0.00Arms

F :  60.00Hz

 -:------- ---

WAVEFORM 1/8

NEXT-PPREV-P

OUTPUT WAVEFORM : R

MODE:CV OUT-OFFRANGE:Lo

No. 1: SIN
No. 2: +DC

No. 3: -DC

No. 4: ±DC

No.11

R :   0.00Vrms

R :   0.00Arms

F :  60.00Hz

 -:------- ---

Ｆ１ Ｆ５ 

ＩＮＣ ＤＥＣ 

WAVEFORM 2/8

NEXT-PPREV-P

OUTPUT WAVEFORM : R No.11

No. 5: TRI

No. 6: SQR

No. 7: SS1

No. 8: SS2

MODE:CV OUT-OFFRANGE:Lo

R :   0.00Vrms

R :   0.00Arms

F :  60.00Hz

 -:------- ---

ＥＳＣ 
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   波形メニューには以下の波形が設定されています。    

波形（ＷＡＶＥ ＦＯＲＭ） 規  格 

ＳＩＮ 正弦波です。交流出力などに使用します。 

＋ＤＣ（ＵＮＩＰＯＬＡＲ） 正（プラス）の直流出力に使用します。 

－ＤＣ（ＵＮＩＰＯＬＡＲ） 負（マイナス）の直流出力に使用します。 

±ＤＣ（ＢＩＰＯＬＡＲ） 直流出力に使用します。両極性の電圧設定が可能です。 

ＴＲＩ 三角波です。 

ＳＱＲ 矩形波です。単極でご使用の場合は、オフセット重畳を行ってください。 

ＳＳ１ 

ステップサイン１です。 

正弦波と同じピーク値と実効値を持ち、電圧レベルがマイナス、ゼロ、プラスと

３段に変化する波形です。 

ＳＳ２ 

ステップサイン２です。 

正弦波と同じピーク値と実効値を持ち、電圧レベルがマイナス、マイナス、ゼロ、 

プラス、プラスと４段に変化する波形です。 

ＡＲＢ１～２４ 任意波形です。外部コンピュータより波形データを転送して使用します。 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

！ 注 意 
・ ＡＲＢ１～ＡＲＢ２４は出荷時には波形の振幅データはすべて「０」に設定されています。 

任意波形データを本機に転送後にご使用ください。 
・ 一度転送した任意波形データは本機内部メモリに保存されています。 
 次回ご使用になる場合は、波形切り替えのみでお使いいただけます。 
・ 出力波形の切り替えを行った場合は、無負荷の状態でご希望の波形が出力されていることを 
 確認してからお使いください。                            ・ 
・ ＋ＤＣ、－ＤＣ、±ＤＣをご使用の場合はカップリングを「ＤＣ」に切り替えてください。 ・      
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  ３－５  カップリングの切り替え 
 
   使用方法に合わせカップリング（ＣＯＵＰＬＩＮＧ）の設定を行ってください。 

 

       ＡＣカップリング：出力の直流（ＤＣ）成分をキャンセルします。 

                オフセット分のない交流波形出力に使用します。    

       ＤＣカップリング：信号波形がそのまま出力されます。 

 

   使用条件を以下に示します。 

信号波形 ＤＣ ＯＦＦＳＥＴ ＣＯＵＰＬＩＮＧ 使用条件 モード表示 

ＳＩＮ、ＡＲＢｎ ＤＩＳ ＡＣ 直流成分を含まない交流を出力するとき ・ 

ＳＩＮ、ＡＲＢｎ ＤＩＳ ＤＣ 

直流成分を含む波形、２０Ｈｚ以下の交流、 

出力の急変（ＡＢＲＵＰＴ）、およびパルス 

重畳機能を使用するとき 

・ 

ＳＩＮ、ＡＲＢｎ ＥＮＡ ＤＣ 
交流波形に直流オフセット電圧を 

加えるとき 
・ 

＋ＤＣ、－ＤＣ ＤＩＳ ＤＣ 直流を出力するとき ・ 
ＥＸＴ ＳＩＧ － ＡＣ 外部信号の直流成分をキャンセルするとき ・ 
ＥＸＴ ＳＩＧ － ＤＣ 外部信号の直流成分まで増幅するとき ・ 

 
  手順１．メインメニューから「ＯＵＴＰＵＴ ＰＡＲＡＭＥＴＥＲ」、続いて「ＣＯＵＰＬＩＮＧ」を 

選択します。 
      「ＣＯＵＰＬＩＮＧ」画面が表示されます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   手順２．    または    キーで「ＡＣ」または「ＤＣ」を選択し、・を押して確定します。 

      手順３．液晶表示器の上部のカップリング表示アイコンが「 ・ (ＡＣ)」､「 ・ (ＤＣ)」 

または「 ・ (ＡＣ＋ＤＣ)」に切り替わります。 

 
 
 
 
 
 
 

ＩＮＣ ＤＥＣ 

MENU

SYSTEM OUTPUT ON/OFF

WAVEFORM

REMOTE SENSE

COUPLING

OFFSET CAL

▼

PROGRAM

PROTECTION

OUTPUT PARAMETER

▼

SETUP MEMORY

MODE:CV OUT-OFFRANGE:Lo

R :   0.00Vrms

R :   0.00Arms

F :  60.00Hz

 -:------- ---

COUPLING

COUPLING AC

MODE:CV OUT-OFFRANGE:Lo

R :   0.00Vrms

R :   0.00Arms

F :  60.00Hz

 -:------- ---
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  ３－６  平均電流リミッタの設定 

 
      本機の出力電流の絶対平均値が設定値を超えたときに動作する保護機能です。 
      平均電流制限の設定は定格出力電流の百分率で行います。 
  

出力波形 電圧レンジ １００パーセント電流値（Ａ） 

ＳＩＮ １５０Ｖ（Ｌｏ） ４０ 

ＳＩＮ ３００Ｖ（Ｈｉ） ２０ 

±ＤＣ １５０Ｖ（Ｌｏ） ３６ 

±ＤＣ ３００Ｖ（Ｈｉ） １８ 

                      

 

   手順１．メインメニューから「ＰＲＯＴＥＣＴＩＯＮ」を選択します。 

       「ＰＲＯＴＥＣＴＩＯＮ」画面が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   手順２．カーソルを「ＯＵＴＰＵＴ ＣＵＲＲＥＮＴ ＬＩＭＩＴ」に移動します。  

   手順３．使用条件に合わせ電流リミット値を定格出力電流値のパーセントで設定します。 

   手順４．電流リミット値の変更は    、   キーまたは数値キーで設定し、・を押して 

       確定します。 

                設定範囲   ： １０ ～ １０５％ 
                設定分解能 ： １％ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ＩＮＣ ＤＥＣ 

ワンポイント：平均電流リミッタが動作すると、出力電圧のピーク部分をクリップさせ、 

       リミッタ設定値以上の電流を流さないようにします。 

       「ＣＵＴ ＯＦＦ ＤＥＬＡＹ」の設定時間以上、電流制限状態が続いた時は 

       出力を「オフ」にします。 

       ピーク電流リミッタ、その他の保護機能についての詳細は、ＡＡ／Ｘ２シリーズ 

        取扱説明書「第４章 ４．３  保護機能と動作説明」を参照してください。 

PROTECTION

OUTPUT CURRENT LIMIT :

CUT OFF DELAY        :

PEAK CURRENT LIMIT   :

▼

  1 S

105 %5

105 %

MODE:CV OUT-OFFRANGE:Lo

R :   0.00Vrms

R :   0.00Arms

F :  60.00Hz

 -:------- ---
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３－７  計 測 
 

  ３－７－１  計測画面について 
 
  電圧、電流、または電力計測値の表示、または計測モードの設定を行います。 

    

   ・操作パネル（コントローラ）のファンクションキー      を押すと 

     「ＤＩＧＩＴＡＬ ＭＵＬＴＩＭＥＴＥＲ」画面が表示されます。この状態では設定されている表示項目の 

      計測表示値、または出力周波数の設定値が表示されます。  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ファンクションキー    ～    の機能を下記に示します。 

 

     （ＣＯＮＴ／ＦＲＥＥＺＥ）：測定の開始、または一時停止を行います。     

              ＣＯＮＴ ：表示のときにこのキーを押すと、継続的に測定を行います。 

               ＦＲＥＥＺＥ ：表示のときにこのキーを押すと、最後の測定値を保持します。 

     （ＲＥＳＴＡＲＴ）      ：計測機能がピークホールド（±ＰＥＡＫＨ）に設定されている場合に 

                   このキーを押すと、ピークホールド値をリセットします。 

    （７ＳＥＧ）        ：７ＳＥＧ計測表示器オプション（ＡＯＰ－１５０ＭＵ）の計測表示 
                 項目の設定を行います。「７ＳＥＧ ＣＯＮＦＩＧ」画面を表示します。   
     （ＦＦＴ）       ：このキーを押すとＦＦＴ解析画面「ＦＦＴ ＡＮＡＬＹＺＥＲ」を 
                表示します。電圧・電流のＦＦＴ解析結果をリストにて表示します。 
 
 
 
 
     （ＣＯＮＦＩＧ）   ：電圧、電流、または電力などの測定モードの変更を行います。 
                  ファンクションキー    （ＣＯＮＦＩＧ）を押すと、 
                「ＭＥＴＥＲ ＣＯＮＦＩＧ」画面を表示します。 
           
 
 
 
 
 

METER 

Ｆ１ Ｆ５ 

ワンポイント：ＦＦＴ機能の詳細については、ＡＡ／Ｘ２シリーズ取扱説明書 

「第４章 ４．６ 高調波アナライザ機能」を参照してください。 

Ｆ３ 

Ｆ４ 

Ｆ１ 

Ｆ２ 

Ｆ５ 

Ｆ５ 

VOLTAGE N-R MAIN :

FREQUENCY MAIN   :
0.0 V

60.00 Hz

DIGITAL MULTIMETER

 F  :

 R  :

 R  :  V rms

0

 A rms
 Hz

0.00
0.00

60.00

FFT CONFIGCONT RESTART 7SEG

MODE:CV OUT-ONRANGE:Lo
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３－７－２  電圧計測モードの設定方法 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  計測表示モードの設定方法  ··············································································  
 
  手順１．操作パネル（コントローラ）のファンクションキー    を押すと 

（ＤＩＧＩＴＡＬ ＭＵＬＴＩＭＥＴＥＲ）画面が表示されます。 

      この画面には、電圧、電流、電力の測定値、または出力周波数の設定値が表示されます。  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

手順２．「ＤＩＧＩＴＡＬ ＭＵＬＴＩＭＥＴＥＲ」画面が表示されたら、ファンクションキー    

（ＣＯＮＦＩＧ）を押し、「ＭＥＴＥＲ ＣＯＮＦＩＧ」画面を表示させます。  

 

 

 

 

 

 

 

 

      「ＭＥＴＥＲ ＣＯＮＦＩＧ」画面が表示されたら、ご希望の使用方法にあわせ、  
      各計測パラメータの設定を行ってください。 

 

 
 

 METER 

Ｆ５ 

               ！ 注 意   
 

・計測モードの設定はこの項目で説明する内容を十分に理解し、正しく行ってください。      ・ 
 計測モードの設定を誤ると正しい計測表示が行われません。 

・２、３相システムご使用時にＳ／Ｔ相の電圧、電流、電力の表示を行うには、          ・ 

 計測相の設定を行ってください。                                                                  

・周波数の表示値は設定値であり、計測値ではありません。                   ・ 
 ただし、周波数設定が外部同期（ＥＸＴ）またはライン同期（ＬＩＮＥ）に設定されている 
 場合は同期信号の周波数計測値を表示します。 

VOLTAGE N-R MAIN :

FREQUENCY MAIN   :
0.0 V

60.00 Hz

DIGITAL MULTIMETER

 F  :

 R  :

 R  :  V rms

0

 A rms
 Hz

0.00
0.00

60.00

FFT CONFIGCONT RESTART 7SEG

MODE:CV OUT-ONRANGE:Lo

3

METER CONFIG

R

R

F

-
-

-

FUNCTION PHASE

 2
 1

 3

 4
 5

 6

No.

 RMS

 RMS

 Hz

----
----

----

 CURR :

 VOLT :

 FREQ :

 ---- :
 ---- :

 ---- :

-

-

-

-
-

-

FUNCTION PHASE

 8
 7

 9

10
11

12

No.

----

----

----

----
----

----

 ---- :

 ---- :

 ---- :

 ---- :
 ---- :

 ---- :

MODE:CV OUT-ONRANGE:Lo

TOTOL ITEM        :

R :   0.00Vrms

R :   0.00Arms

F :  60.00Hz

 -:------- ---
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  表示項目数（ＴＯＴＡＬ ＩＴＥＭ）の設定   ···········································  
 

   ・カーソルを「ＴＯＴＡＬ ＩＴＥＭ」に移動し、   、   キーまたは数値キーにて 

     「ＤＩＧＩＴＡＬ ＭＵＬＴＩＭＥＴＥＲ」画面に表示させたい計測項目数の設定を行い 

     ・キーを押して決定します。 

     「ＴＯＴＡＬ ＩＴＥＭ」は「３」､「４」､「６」､「８」､「１２」から選択することができます。 

       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  計測項目の設定方法  ·······························································  
 

     ・カーソルを設定したい「ＩＴＥＭ Ｎｏ．」の「ＦＵＮＣＴＩＯＮ」に移動し、 

         、    キーにてご希望の計測項目の設定を行い、・キーを押して決定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      計測項目は以下の項目から選択できます。 

        ＶＯＬＴ  ： 電圧計測値を表示します。 

        ＣＵＲＲ  ： 電流計測値を表示します。 

        ＦＲＥＱ  ： 周波数設定値、または、同期信号の周波数計測値を表示します。 

        ＰＯＷＥＲ ： 電力計測値、または、力率の計測値を表示します。 

 
 
 

ＤＥＣ ＩＮＣ 

ＤＥＣ ＩＮＣ 

ワンポイント：「ＴＯＴＡＬ ＩＴＥＭ」の設定数は「ＤＩＧＩＴＡＬ ＭＵＬＴＩＭＥＴＥＲ」画面に 

      表示される計測項目数です。 

     「ＤＩＧＩＴＡＬ ＭＵＬＴＩＭＥＴＥＲ」画面以外に常時表示される計測表示は 

     「ＩＴＥＭ Ｎｏ．１～４」までです。 

     常時確認したい計測項目は「ＩＴＥＭ Ｎｏ．１～４」に設定してください。 

4

METER CONFIG

R

R

F
-

-
-

FUNCTION PHASE

 2
 1

 3
 4

 5
 6

No.

 RMS

 RMS

 Hz
----

----
----

 CURR :

 VOLT :

 FREQ :
 ---- :

 ---- :
 ---- :

-

-

-
-

-
-

FUNCTION PHASE

 8
 7

 9
10

11
12

No.

----

----

----
----

----
----

 ---- :

 ---- :

 ---- :
 ---- :

 ---- :
 ---- :

MODE:CV OUT-ONRANGE:Lo

TOTAL ITEM        :

R :   0.00Vrms

R :   0.00Arms

F :  60.00Hz

 -:------- ---

TOTAL ITEM        : 4

METER CONFIG

R

R

R
-

-
-

FUNCTION PHASE

 2
 1

 3
 4

 5
 6

No.

 RMS

 RMS

 W
----

----
----

 CURR :

 VOLT :

POWER :
 ---- :

 ---- :
 ---- :

-

-

-
-

-
-

FUNCTION PHASE

 8
 7

 9
10

11
12

No.

----

----

----
----

----
----

 ---- :

 ---- :

 ---- :
 ---- :

 ---- :
 ---- :

R :   0.00Vrms

R :   0.00Arms

R :   0.00 W

 -:------- ---

MODE:CV OUT-ONRANGE:Lo
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  計測モードの設定方法 ······························································  

 

     ・   キーでカーソルを「ＦＵＮＣＴＩＯＮ」の計測モードに移動し、   、   キーにて 

     ご希望の計測モードの設定を行い、・キーを押して決定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     計測モードは計測項目、出力波形の設定に応じて計測表示できるモードが異なります。 

   計測表示が可能な計測モードを以下に示します。 

 

   電圧・電流計測モード（ＶＯＬＴ／ＣＵＲＲ） 

計測モード 

出力波形 
ＲＭＳ ＤＣ ＣＦ ＤＩＳＴ ＋ＰＥＡＫＣ －ＰＥＡＫＣ ＋ＰＥＡＫＨ －ＰＥＡＫＨ 

ＳＩＮ、ＡＲＢｎ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

±ＤＣ － ○ － － － － ○ ○ 

 

              ＲＭＳ   ：実効値（直流、交流を含めて実効値を示す）  

               ＤＣ   ：直流（平均値） 

  ＣＦ（クレストファクタ）：波高率（ピークの絶対値／実効値） 

  ＤＩＳＴ（ＴＨＤ％） ：総合高調波歪み率を表示します。 

  ＋ＰＥＡＫＣ（ＰＫ） ：サンプリングした正の最大値を保持し表示します。 

  －ＰＥＡＫＣ（ＰＫ） ：サンプリングした負の最大値を保持し表示します  

  ＋ＰＥＡＫＨ（ＰＫ） ：このモードに設定、または最後にＲＥＳＴＡＲＴ（   ）キーが 

押されてから現在までの正の最大値を表示します。  

  －ＰＥＡＫＨ（ＰＫ） ：このモードに設定、または最後にＲＥＳＴＡＲＴ（   ）キーが 

押されてから現在までの負の最大値を表示します。  

 

 
 
 
 
 
 

ＤＥＣ ＩＮＣ 

Ｆ２ 

Ｆ２ 

TOTAL ITEM        : 4

METER CONFIG

R

R

R
R

-
-

FUNCTION PHASE

 2
 1

 3
 4

 5
 6

No.

 RMS

 RMS

 W
PF

----
----

 CURR :

 VOLT :

POWER :
POWER :

 ---- :
 ---- :

-

-

-
-

-
-

FUNCTION PHASE

 8
 7

 9
10

11
12

No.

----

----

----
----

----
----

 ---- :

 ---- :

 ---- :
 ---- :

 ---- :
 ---- :

MODE:CV OUT-ONRANGE:Lo

R :   0.00Vrms R :   0.00 W
R :   0.00Arms R :   1.00 PF

             ！ 注 意   
 

・多相システム構成時はＤＣ計測モードの設定は行えません。             ・ 
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  電力計測表示モード（ＰＯＷＥＲ） 

          計測モード 

出力波形 
ＰＷ－ＡＣＴ ＰＷ－ＡＰＰ ＰＷ－ＲＥＡ ＰＦ 

ＳＩＮ、ＡＲＢｎ ○ ○ ○ ○ 

±ＤＣ ○ － － － 

 

    ＰＷ－ＡＣＴ（ｋＷ）  ：ＡＣＴＩＶＥ ＰＯＷＥＲ（有効電力） 

    ＰＷ－ＡＰＰ（ｋＶＡ） ：ＡＰＰＡＲＥＮＴ ＰＯＷＥＲ（皮相電力） 

    ＰＷ－ＲＥＡ（ｋＶａｒ）：ＲＥＡＣＴＩＶＥ ＰＯＷＥＲ（無効電力） 

    ＰＦ（ＰＦ）      ：ＰＯＷＥＲ ＦＡＣＴＯＲ（力率） 

 

周波数表示モード（ＦＲＥＱ） 

          計測モード 

出力波形 
ＦＲＥＱ 

ＳＩＮ、ＡＲＢｎ ○ 

±ＤＣ － 

 

   ＦＲＥＱ（Ｈｚ） ：ＦＲＥＱＵＥＮＣＹ（周波数） 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

             ！ 注 意                                                             
 

・周波数の表示値は設定値であり、計測値ではありません。 
 ただし、周波数設定が外部同期（ＥＸＴ）またはライン同期（ＬＩＮＥ）に設定されている 
 場合は同期信号の周波数計測値を表示します。 
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  測定相（ＰＨＡＳＥ）の設定方法 ·····················································  
 

    ・   キーにてカーソルを「ＰＨＡＳＥ」に移動し、      、    キーにて測定相の設定を行

い、 

       ・キーを押して決定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  測定相は計測項目に応じて選択できる相が異なります。 

  以下に計測項目と設定可能な測定相を示します。 

 

    測定相（ＰＨＡＳＥ） 

測定相 

計測項目 
Ｒ Ｓ Ｔ ＲＳ ＳＴ ＴＲ Σ 

ＶＯＬＴ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 

ＣＵＲＲ ○ ○ ○ － － － － 

ＰＯＷＥＲ ○ ○ ○ － － － ○ 

ＦＲＥＱ ○ － － － － － － 

 

   Ｒ  ：Ｒ相電圧（中性点Ｎ－ライブＲ間）、Ｒ相電流、Ｒ相電力 

   Ｓ  ：Ｓ相電圧（中性点Ｎ－ライブＳ間）、Ｓ相電流、Ｓ相電力 

   Ｔ  ：Ｔ相電圧（中性点Ｎ－ライブＴ間）、Ｔ相電流、Ｔ相電力 

   ＲＳ ：線間電圧（ライブＲ－ライブＳ間） 

   ＳＴ ：線間電圧（ライブＳ－ライブＴ間） 

ＴＲ ：線間電圧（ライブＴ－ライブＲ間） 

Σ  ：各相の合計 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

ＤＥＣ ＩＮＣ 

3

METER CONFIG

R

F
-

-
-

FUNCTION PHASE

 2
 1

 3
 4

 5
 6

No.

 RMS

 RMS

 Hz
----

----
----

 CURR :

 VOLT :

 FREQ :
 ---- :

 ---- :
 ---- :

-

-

-
-

-
-

FUNCTION PHASE

 8
 7

 9
10

11
12

No.

----

----

----
----

----
----

 ---- :

 ---- :

 ---- :
 ---- :

 ---- :
 ---- :

MODE:CV OUT-ONRANGE:Lo

TOTOL ITEM        :

R :   0.00Vrms

R :   0.00Arms

F :  60.00Hz

 -:------- ---

R
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第４章  保  守 

 
この項目では、本機の保証期間、保守サービス、日常の点検について説明します。 

 
４－１  保証期間について 

  ・納入品の保証期間は、納入から１年間といたします。 

・ この期間中に当社の責任による、製造上および部品の劣化による故障を生じた場合は、無償修理を 

 行います。 

 ただし、天災、取扱いの誤り等による故障、および当社外において改造などが行われた製品の 

 修理は有償となります。 

 

４－２  有償保守サービスについて 

・ 納入から２年目以降は有償となります。 

   随時、保守サービスを行っており、その都度料金を申し受けます。 

 

４－３  保守と点検 

  ・いつまでも初期の性能を保ちさらに不測の事故を事前に防ぐために、一定期間ごとに点検をお願い 

    します。（各ケーブルのキズ、入力・出力端子台のひび割れ、破損等） 

  ・本機の汚れを落とす場合、薄めた中性洗剤かアルコールで軽く拭き取り、から拭きしてください。 

    ただし、シンナーやベンジン等の溶剤は使用しないでください。 
    また、エアーフィルタは、特にほこりがつきやすいので汚れがひどくなる前に清掃してください。 
    エアーフィルタの清掃方法の詳細は、ＡＡ／Ｘ２シリーズ取扱説明書の「第７章  保守」を 
    参照してください。 

・本機には有寿命部品を使用しております。 
ご使用条件により部品に寿命差がでますが、一般的な部品寿命に関しては下記の表を参考にして 
ください。 
長くご使用いただくためには、５年を目安にオーバーホールをお薦めいたします。 

 
部 品 寿 命 

ファンモータ ３年～５年 
リレー ４年～５年 

電解コンデンサ ７年～１０年 
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このページは空白です。 
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第５章  仕  様 

 
５－１  出力仕様 

 
仕  様 

出力電圧 条  件 相電圧 線間電圧 

 
定格出力電圧 

１５０Ｖレンジ ＡＣ１１５Ｖ ＡＣ２００Ｖ 

３００Ｖレンジ ＡＣ２３０Ｖ ＡＣ４００Ｖ 

可変範囲 
１５０Ｖレンジ ＡＣ０～１５０Ｖ ＡＣ０～２５９Ｖ 

３００Ｖレンジ ＡＣ０～３００Ｖ ＡＣ０～５１９Ｖ 

設定分解能 ０.１Ｖ ０.２Ｖ 

                設定確度   ＊１ 設定値の０.３％±０.２Ｖ ← 各相電圧にて 

温度係数 １５０ｐｐｍ／℃ 

ロードレギュレーション 

  （AVR－OFF） ＊２ 

   DC～500Hz ±０.２Ｖ 以下 ← 各相電圧にて 

 500～1200Hz ±０.４Ｖ 以下 ← 各相電圧にて 

ラインレギュレーション 

  （AVR－OFF） ＊３ 

１５０Ｖレンジ ±０.１Ｖ 以下 ← 各相電圧にて 

３００Ｖレンジ ±０.２Ｖ 以下 ← 各相電圧にて 

  正弦波歪み率   ＊４  ０.３％ 以下 ← 各相電圧にて 

 レスポンス時間  ＊５  ５０μｓ TYP ← 各相電圧にて 

  残留ノイズ     ＊６  １００ｍＶ rms 以下 ← 各相電圧にて 

直流オフセット電圧＊７ 
ＡＣｶｯﾌﾟﾘﾝｸﾞ ±５ｍＶ ← 各相電圧にて 

ＤＣｶｯﾌﾟﾘﾝｸﾞ ±５０ｍＶ ← 各相電圧にて 

   周波数特性   ＊８ 
ＡＣｶｯﾌﾟﾘﾝｸﾞ 

４５～１２００Ｈｚにて＋０.３％／－０.７％ 

低域カットオフ周波数：１Ｈｚ､－３ｄＢ 

ＤＣｶｯﾌﾟﾘﾝｸﾞ ＤＣ～１２００Ｈｚにて＋０.３％／－０.７％ 

＊１  直流または１００Ｈｚの正弦波出力、周囲温度２３±５℃にて。 

＊２  抵抗負荷にて出力電流を定格の０～１００％まで変動させたときの出力電圧変動。 

＊３  動作電源電圧を１７０Ｖから２５０Ｖまで変動させたときの出力電圧変動。 

＊４  純抵抗負荷、定格出力にて。 

＊５  プログラム機能にて立ち上がり時間を最小に設定したとき、純抵抗負荷にて出力電圧の設定値の 

      １０％から９０％または、９０％から１０％に達するまでの時間。 

＊６  電圧設定０Ｖにて出力される電圧の実効値。周波数帯域２０Ｈｚ～２ＭＨｚの実効値電圧計にて。 

＊７ ＤＣカップリング時はオフセットキャリブレーション実行後。 

＊８  周波数１００Ｈｚ、定格出力電圧のとき定格出力電流を流す抵抗値の純抵抗負荷にて。 

出力電流 条  件  

 
定格出力電流 ＊９ 

１５０Ｖレンジ ＡＣ３４．８Ａ 

３００Ｖレンジ ＡＣ１７．４Ａ 

ピーク出力電流 
１５０Ｖレンジ １４０Ａ 

３００Ｖレンジ ７０Ａ 

＊９  定格出力電圧、力率０.８５以上の線形負荷にて。 

      力率０.８５以下の負荷に対しては出力のディレーティングが必要です。 
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出力周波数 

 可変範囲 ０.０１Ｈｚ ～ １２００.００Ｈｚ 

設定分解能 ０.０１Ｈｚ 

周波数偏差    ＊１０ 設定周波数×５×１０－５Ｈｚ 以内 

温度係数 ０.５ｐｐｍ／℃   TYP 

外部周波数同期 
TTL レベル（0～＋5V）の信号に同期した周波数を出力する。 

周波数範囲 ４５ Hz ～ ６５ Hz 

電源周波数同期 
動作電源周波数に同期した周波数を出力する。 

周波数範囲 ４５ Hz ～ ６５ Hz 

＊１０  周囲温度２３±５℃にて 

出 力 波 形 

正弦波（ＳＩＮ）、直流正（＋ＤＣ）、直流負（－ＤＣ）、直流正負（±ＤＣ）、 

三角波（ＴＲＩ）、矩形波（ＳＱＲ）、３値ｽﾃｯﾌﾟｻｲﾝ（ＳＳ１）、４値ｽﾃｯﾌﾟｻｲﾝ 

（ＳＳ２）、および、ユーザー定義任意波形２４種類（波形データ転送後） 

オフセット電圧重畳 ＊11 
±４００.０Ｖ （設定分解能：０.２Ｖ） 

±４０.００Ｖ （設定分解能：０.０２Ｖ） 

パルス電圧重畳 

 重畳電圧  ＊11 ±４００Ｖ （設定分解能：０.２Ｖ） 

前縁位相 ０ ～ ３５８°（設定分解能：１°） 

後縁位相 １ ～ ３５９°（設定分解能：１°） 

繰り返し回数 １～６５０００回、および、連続 

＊ 11   各相にて出力電圧の絶対ピーク値が電圧レンジの最大電圧を超えないこと。 

        １５０Ｖ（Ｌｏ）レンジ ： ±２１２Ｖ 

        ３００Ｖ（Ｈｉ）レンジ ： ±４２４Ｖ 

 
 
５－２  出力制御機能 

 
デジタルＡＶＲ 

 機能 負荷配線の電圧降下（ﾗｲﾝﾄﾞﾛｯﾌﾟ）を補償し、負荷端の電圧を安定化する。 

補償電圧 設定電圧の±５％以内（ただし、最大出力電圧を超えないこと） 

補償周波数 ＤＣ、及び、５Ｈｚ～１２００Ｈｚ 

動作方式 

出力電圧の１サイクルの実効値を検出し、設定値との差が最小になるように 

出力電圧を制御する。 

非線形負荷電流による電圧降下歪みは補償しない。 

ソフトスタート／ストップ 

 機能 出力ＯＮ／ＯＦＦ時の上昇／下降時間と開始／停止位相を設定する。 

上昇／下降時間 
設定範囲：０（50μｓ）～１０.００秒   設定分解能：１０ｍｓ 

誤  差  ：設定値の±０.１％±５ｍｓ 

開始位相 
設定範囲：０°～３５９°     設定分解能：１° 

誤  差  ：１°±２ｍｓ以内 

トランジション 

 機能 電圧、周波数を変化させた時、目標値に達するまでの変化率を設定する。 

電圧トランジション 設定範囲：１Ｖ／ｓｅｃ～１００Ｖ／ｓｅｃ  設定分解能：１Ｖ／ｓｅｃ 

周波数トランジション 設定範囲：10 Ｈｚ／ｓｅｃ～1000 Ｈｚ／ｓｅｃ  設定分解能：１Ｈｚ／ｓｅｃ 
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５－３  プログラム機能 

 
仕  様 

出力急変 

 
機  能 

電圧、波形、位相の３要素について異なる値に急変させることができ、 

指定した期間、急変値を維持し元の値に復帰する。 

プログラム要素 電圧、波形、位相（同時急変可能） 

急変開始位相 

 設定範囲 ０.０°～ ３５９.９° 

位相分解能 ０.１° 

設定確度  

設定周波数（Ｈｚ）  

      ０.０１～１６３.８３ ０.０４４°±５０μｓ 

   １６３.８４～３２７.６７ ０.０８８°±５０μｓ 

 ３２７.６８～６５５.３５ ０.１７６°±５０μｓ 

６５５.３６～１２００.００ ０.３５２°±５０μｓ 

イベント時間 

 

設定範囲 
時間指定 

０.１ｍｓ～６０００.０ｍｓ（設定分解能：０.１ｍｓ） 

１ｓ～６５ｓ（設定分解能：１ｓ） 

サイクル指定 ０.５～３２５０サイクル（設定分解能：０.５サイクル） 

設定確度 設定値の±０.１％±１００μｓ 

ノーマル時間 

 
設定範囲 

１ｍｓ～６５０００ｍｓ（設定分解能：１ｍｓ） 

１ｓ～６５０.０ｓ（設定分解能：０.１ｓ） 

設定確度 設定値の±０.１％±１ｍｓ 

繰り返し時間 

 設定範囲 １～６５０００回、および、連続 

設定分解能 １回 

シーケンス出力 

 
機  能 

電圧、周波数、波形、保持時間を１組として最大１００組のシーケンス 

出力が行えます。 

プログラム要素 電圧、周波数、波形（同時変化可能）、保持時間 

最大プログラム数 １００セット（各要素の組み合わせにて） 

保持時間 

 設定範囲 １ｍｓ ～ ６５０００ｍｓ 

設定分解能 １ｍｓ 

設定確度 設定値の±０.１％±１ｍｓ 

繰り返し回数 

 設定範囲 １ ～ ６５０００回、および、連続 

設定分解能 １回 

ゼロクロス確度 

 設定確度 ０°±１°±１ｍｓ 
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出力スイープ 

 機  能 電圧、および、周波数のスイープを行う。 

プログラム要素 電圧、周波数（同時変化可能） 

折れ点数 １ ～ １００ 

スイープ開始位相 

 設定範囲 ０°～ ３５９° 

設定分解能 １° 

設定確度 

 設定周波数（Ｈｚ）  

０.０１～１６３.８３ ０.０４４°±２ｍｓ 

１６３.８４～３２７.６７ ０.０８８°±２ｍｓ 

３２７.６８～６５５.３５ ０.１７６°±２ｍｓ 

６５５.３６～１２００.００ ０.３５２°±２ｍｓ 

遷移時間 

 設定範囲 ０（５０μｓ）～ ６５０００ｍｓ（各折れ点間） 

設定分解能 １ｍｓ 

設定確度 設定値の±０.１％±２ｍｓ 

繰り返し回数 

 設定範囲 １ ～ ６５０００回、および、連続 

設定分解能 １回 

 
 
５－４  任意波形作成機能（添付アプリケーションソフトにて） 

 
波形編集 

 任意波形位相データ設定 

 設定範囲 ０ ～ ８１９１ 

設定分解能 １ 

任意波形振幅データ 

 設定範囲 ±２０００ 

設定分解能 １ 

高調波重畳 

 高調波次数 ２～５０次 

高調波レベル 

 設定範囲 設定電圧を基準とした０.０％～１００.０％ 

設定分解能 ０.１％ 

高調波位相角 

 設定範囲 ０°～３５９° 

設定分解能 １° 

クレストファクタ制御 

 
機  能 

正弦波のピーク部分をクリップさせた波形のクレストファクタ 

（ＣＦ：波高率）を設定。ＣＦ＝ピーク値／実効値 

設定範囲 １.１０～１.４１ 

設定分解能 ０.０１ 
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５－５  計測機能 
 
電力アナライザ機能 

 電圧測定 実効値、ピーク値、直流（平均値）、波高率、高調波歪み率 

 表示分解能 ０.０１Ｖ（０Ｖ～９９.９９Ｖ） 

測定確度 表示値の±０.５％±５ digit（１００ Hz の正弦波、及び、直流） 

電流測定 実効値、ピーク値、直流（平均値）、波高率、高調波歪み率 

 表示分解能 ０.０１Ａ 

測定確度 表示値の±１％±０.０５Ａ（１００Ｈｚの正弦波負荷、及び、直流） 

電力測定 有効電力、無効電力、皮相電力 

 表示分解能 ０.００１ｋＷ 

測定確度 表示値の１％±４Ｗ 

力率測定 

 表示範囲 ０ ～ １ 

表示分解能 ０.００１ 

測定確度 表示値±０.００２（出力電圧＞１０Ｖ、出力電流＞２Ａ） 

高調波アナライザ 
電圧、電流の５０次までの高調波について実効値と位相角、基本波に 

対するパーセントを数値リストで表示 

 ウインドウ形式 レクタンギュラ 

ウインドウ幅 周波数（Ｈｚ） ウインドウ幅 ＦＦＴ点数 

      ０.０１～８１.９１ ４ ２０４８ 

   ８１.９２～１６３.８３ ８ ２０４８ 

 １６３.８４～３２７.６７ １６ ２０４８ 

 ３２７.６８～６５５.３５ ３２ ２０４８ 

 ６５５.３６～１２００.００ ６４ ２０４８ 

高調波電圧 

 表示分解能 ０.０１Ｖ 

測定確度 表示値の±２％±（高調波周波数（ｋＨｚ））％ 

高調波電流 

 表示分解能 ０.０１Ａ 

測定確度 表示値の±１％±（２×高調波周波数（ｋＨｚ））％ 
 

５－６  入力電源仕様 
 
動作電源 

 電圧・周波数 ＡＣ１７０Ｖ～ＡＣ２５０Ｖ  ４５Ｈｚ～６５Ｈｚ 

皮相電力 ２４ｋＶＡ以下 

入力電流（定格出力時） １４２Ａ以下（単相入力時）、８２Ａ以下（三相入力時） 

入力力率（定格出力時） ０.９５以上 
 

５－７  絶縁・耐圧 
 

絶縁抵抗 

入力電源端子－シャーシ間  １０ＭΩ以上 

入力電源端子－出力端子間  １０ＭΩ以上 

出力端子－シャーシ間      １．３ＭΩ以上 

ＤＣ５００Ｖメガーにて 

耐  圧 

入力電源端子－シャーシ間  ＡＣ１５００Ｖ             １分間 

入力電源端子－出力端子間  ＡＣ１５００Ｖ             １分間 

出力端子－シャーシ間      ６００Ｖ０－Ｐ（ＡＣ＋ＤＣ） １分間 
 

５－８  冷 却 
 
冷却方式 内部損失電力感応形ファンモータによる強制空冷 
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５－９  動作環境 
 
周囲温度 ０～４０℃ 

湿  度 ２０～８０％ＲＨ 

その他 
凍結、結露、腐食性ガスのないこと 

平均海抜高度１５００ｍ以下 

 
５－１０  寸 法・質量 
 
外形寸法（最大値） １１４０（Ｗ）×１７３０（Ｈ）×８７５．９（Ｄ）ｍｍ 

質  量 約 ５５０ｋｇ 
 

５－１１  その他の機能 
 

パワーアンプモード 

 入力信号レベル ±５Ｖ 

信号の絶縁 入力信号と出力を絶縁、入力信号のコールド側はシャーシと同電位 

電圧増幅度 ８０倍固定 

入力インピーダンス １０ｋΩ 

トリガ信号出力 

 機能 プログラム動作中にＴＴＬレベルのトリガ信号を出力する。 

保護機能 

 平均電流制限（OUTPUT CURRENT LIMIT） 

 機能 過負荷時の出力電流を制限する。 

保護動作 出力電圧波形のピーク部分をクリップさせる。 

ソフトウェア制限（SOFTWARE LIMIT） 

 機能 設定範囲外の入力を禁止する。 

保護動作 設定値の入力を無効にする。 

ピーク電流制限（PEAK CURRENT LIMIT） 

 機能 突入電流などの短時間の出力電流を制限する。 

保護動作 出力電圧波形をクリップさせる。 

平均損失制限 

 機能 本機の内部損失電力が大きくなった場合に動作する。 

保護動作 出力電圧の垂下、及び、波形をクリップさせる。 

過温度保護 

 機能 本機内部の放熱器温度が上昇した場合に動作する。 

保護動作 電源スイッチを「オフ」にする。 

安全動作領域（ＳＯＡ）制限 

 機能 本機内部の半導体の温度が限度値を超えた場合に動作する。 

保護動作 出力電圧波形をクリップさせる。 

遅延出力遮断（CUT OFF DELAY） 

 機能 過負荷（OVERLOAD ランプ点灯）状態が持続した場合に動作する。 

保護動作 本機の出力を「オフ」にする。 

設定範囲 １～６０ｓ、及び、∞ 

 入力電流制限（INPUT CURRENT LIMIT） 

  機能 本機の入力電流を２５Ａ以下に制限する。 

  保護動作 出力電圧波形のピーク部分をクリップさせる。 
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５－１２  外 観 図 
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ださい。 

 
第一営業部（東日本地区）  〒213－8558 川崎市高津区溝口１－２４－１６ 

              TEL（044）811－9711  FAX（044）844－4248 
 

北関東営業所（北関東地区） 〒310－0803 茨城県水戸市城南１－１－６ サザン水戸ビル６Ｆ 

              TEL（029）222－7311  FAX（029）222－7312 
 

第二営業部（西日本地区）  〒556－0005 大阪市浪速区日本橋３－６－３ 日本橋ＮＦビル４Ｆ 

              TEL（06）6702－0314  FAX（06）6702－7391 
 

名古屋営業所（東海地区）  〒460－0022 愛知県名古屋市中区金山 1-12-14 金山総合ビル２Ｆ 

              TEL（052）324－5670  FAX（052）331－6201 
 

九州営業所（九州地区）   〒812－0011 福岡県福岡市博多区博多駅前 3-2-8 住友生命博多ビル７Ｆ 
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